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攀 通じなかつた好意
織 菫 機

ある国で講演をしたとき、日本語

版でプレゼンテーションの資料を準

備 し、先方の国で現地語に訳 しても

らった。日本語で発表し同時通訳が

ついたために、最初は気づかなかっ

たが、 日本語版 と比較 してみたら、

現地語版では 1枚 のスライドが欠落

していた。その国の交通標識の写真

を使い、物流対策の好例として交通

規制を紹介したかったのだが、削除

されていたのである。国内の事情を

見せたくなかったのかも知れない。

その国の事情に詳 しい人によれ

ば、「どうせ 『偶然の ミス』 と答え

るだろうから、聞いてもムダJと の

こと。 しかし、このようなことが、

まさか自分の身に起こるとは思いも

寄らなかった。

試碁i蹴鷺 熱:
日本でも、首を傾げるような出来

事に出くわすことがあった。

VTRの 収録の際 「江戸の街は良

かったが、東京の街もすばらしい」

というコメントは、前半分しか放映

されなかった。「江戸は良かったが、

東京はダメ」という制作意図にそぐ

わなかったからだろう。編集という

名の偽装 (?)で はないかと、いさ

さ力V憤りを感じた。

新聞社が主催する道路ネットワー

クづくりの座談会では、最初から否

定的な見解だけを語るマスコミ人に

出会った。専門的に見れば理不尽で

はあったが、聞く耳は持たず、自ら

の思い込みに従っていた。それとも

大衆受けを狙っていたのだろうか、

批判さえしていれば良しとする安易

な姿勢だったのだろうか。

ある友人の話である。テレビのV

TRの 取材のなかで 「行き[Lまりの

道路を造って、無駄遣いではないで

すか」と質問するリポーターに、「道

路は手前か ら徐々に造ってい くの

で、今線開通までは常に行きJllまり

です。他に建設する方法はあります

かJと「1い返したという。さすがに、

放映されなかったとのこと。あまり

にも湘1雑かつ表層的である。

少し前話題になった公務員の深夜

タクシー利用で も、報道は利用額

の多寡の批判に留 まっていた。な

ぜサービス残業をしなければならな

かったのか、労働基準法に抵触しな

いのかになどついて、掘 り下げた解

説はなかった。批判される側は、イ

ジメのように感じたかもしれない。

リポーターや台本の書き手の偏っ

た見方や特異な主張が、報道に入 り

交じってくるとなると、そのまま信

じて良いか心配になってしまう。

磯不尽ミ11電『信じないとき」
数時間後には胃袋に収まってしま

うのに、「世界に認められた3つ星

レストランは、プロが選ぶプロの味」

などともてはやし、プロの選択を咀

曙 (そしゃく)も せずに鵜呑みにし

てしまう。その一方で、何十年にも
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